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大震災～あの時～

東日本大震災の概要・被害状況

　2011年（平成23年）3月11日午後2時46分、国内観測史上最大規模の巨大地震が発生し、
市内の広範囲にわたり甚大な被害をもたらしました。
　10年という節目を迎えたいま、もう一度あの時を振り返り、その記憶と教訓を未来へつなげます。

2011年（平成23年）3月11日　午後2時46分
三陸沖深さ約24キロメートル

マグニチュード9.0／本市最大震度6強

発生日時／震源地／規模

市内48か所（最大）／2,390人（最大）

避難所／避難所の避難者数
（開設期間　H23.3.11～H23.8.31）

全　　壊 1,249件
半　　壊 3,503件
一部損壊 10,557件
床上浸水 32件
床下浸水 30件

計 15,371件

家屋被害（R3.6.8時点）

市道の陥没及び亀裂等 494か所
マンホール隆起等 558か所
農道及び農地被害 584か所
給水・配水管亀裂等 451か所

家屋以外の被害状況（R3.6.8時点）

参考：国土交通省気象庁「推計震度分布図　2011年3月11日14時46分」参考：国土交通省気象庁「推計震度分布図　2011年3月11日14時46分」
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5弱
5強
6弱
6強
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市庁舎（1階外側)市庁舎（1階外側)

避難所の炊き出し（自衛隊）避難所の炊き出し（自衛隊）

大久保地内排水施設大久保地内排水施設

本市では、震災関連を含め12名の方々が犠牲
になり、うち藤沼ダムの決壊では8名が、 その
中でも未だ1名の方は行方不明です。
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藤沼ダム決壊現場藤沼ダム決壊現場

市庁舎（2階）市庁舎（2階）

八幡山地内道路八幡山地内道路

林精器製造株式会社林精器製造株式会社稲田公民館稲田公民館

第一小学校校舎内第一小学校校舎内

市役所駐車場臨時給水所市役所駐車場臨時給水所

避難所（須賀川アリーナ）避難所（須賀川アリーナ）

第一小学校校庭第一小学校校庭

南町地内家屋南町地内家屋
3



すかがわ10年のあゆみ 2011 2021

2011年（平成23年）
3月11日 午後2時46分、太平洋三陸沖を震源とす

るマグニチュード9.0の東北地方太平洋
沖地震（東日本大震災）が発生。本市で
は震度6強を観測し、市災害対策本部を
市体育館内に設置する。長沼地域の藤沼
ダムが決壊して大規模な水害が発生。余
震による被害も含め、これらの災害によ
り、市内全域で12名（関連死を含む）が
犠牲となる 1　※写真は5月7日撮影

4月4日 市体育館に震災の被害に対する総合相談
窓口を開設 2　※写真は5月7日撮影

4月11日 「すかがわさいがいエフエム」が放送開始
5月9日 分散した行政機能への交通手段として

「循環バス」の運行を開始
5月11日 天皇皇后両陛下（当時）が訪問され、避難

所などをご訪問されました 3

5月25日 岩瀬支所（現岩瀬市民サービスセンター）
前のほ場で「ひまわり咲かそうプロジェ
クト」が始まる 4 5

6月21日 「放射性物質による農畜産物影響セミ
ナー」を市文化センターで実施

7月中旬 市ホームページで「須賀川市放射線マッ
プ」を公開

8月6日 平野達男復興担当大臣（当時）が被災現場
を視察

8月29日 市放射性物質除染方針策定
8月30日 市内各公民館において、放射線量計の貸

し出しを開始
9月6日 妊婦、就学前幼児、小・中学生、高校生

を対象に、個人線量の測定を開始（個人
線量計の配布）

9月21日 台風第15号により、釈迦堂川、阿武隈川と
も過去最高の水位を記録。家屋、事業所の
浸水や土砂災害など、甚大な被害を及ぼす

9月30日 各町内会・行政区への放射線量計の貸し
出しを開始

10月4日 JA各支店などで農産物等の放射性物質
濃度測定事業を開始

11月3日 神奈川県座間市と災害時における相互応
援に関する協定を締結

11月12日 鎮魂と復興を願い「松明あかし」と「ろう
そくあかし」が行われる 6 7

12月20日 市震災復興計画を策定

2012年（平成24年）
1月31日 市除染計画（第1版）を策定
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　東日本大震災の発生から10年、須賀川市は市民の皆さんと手を携え、震災からの復旧復興と、
新しい須賀川市の姿を共有しながら協働のまちづくりに取り組んできました。
　未来を担う子どもたちの笑顔があふれるまちづくりを目指し、市民、事業者、地域、行政が
一体となって前進させた10年のあゆみをたどります。

2月16日 災害時における北海道長沼町との相互応
援に関する協定を締結 8

3月11日 東日本大震災犠牲者追悼式 9

3月14日 岩瀬公民館にてホールボディカウンタ及
び食材の放射性物質検査の実施 10

3月28日 藤沼ダム決壊による被災地復興に関する
覚書の調印式が行われる

5月28日 石の花コミュニティーセンターで除染事
業の説明会を開催

6月29日 市体育館内に設置していた総合相談窓口
を閉鎖。分散した行政機能を市役所仮設
庁舎などに移す

7月20日 いわせニュータウンで除染を開始
7月27日 屋内こども遊び場「すかがわキッズパー

ク」が労働福祉会館内にオープン 11

2013年（平成25年）
3月25日 被災した市庁舎と第一小学校校舎の解

体工事が完了
5月5日 須賀川牡丹園で本市と「M78星雲 光の

国」が姉妹都市提携 12

7月7日 JR須賀川駅前に「M78星雲 光の国」姉妹
都市提携記念モニュメントを設置 13

7月19日 市博物館で特別展「特撮ヒーロー飛翔展」
開始、仮想都市「すかがわ市M78光の町」
住民登録と住民票発行を開始

7月29日 市地域防災計画（概要版）を作成し、各世
帯に配付

8月5日 市内66事業所と福祉避難所設置のため
の協定を締結

8月29日 災害時における生活物資等の供給協力に
関する協定について、NPO法人コメリ
災害対策センターと締結

10月27日 東日本大震災の影響で中止していた「な
がぬま一周駅伝競走大会」を3年ぶりに
開催 14

2014年（平成26年）
3月28日 市中心市街地活性化基本計画が国の認

定を受ける
4月1日 市同報系防災行政無線を開局し、市内

全域197か所に設置
7月11日 市中央体育館がオープン
8月23日 災害時における大阪府豊中市との相互応

援に関する協定を締結
8月28日 新庁舎建設工事に着工
12月25日 いわせ多目的グラウンドがオープン 15
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2015年（平成27年）
1月23日 神奈川県座間市との防災協定による防災

訓練を実施
3月1日 松明通りにウルトラヒーローと怪獣のモ

ニュメント4体を設置 16

3月19日 災害公営住宅「馬町団地」が竣工し、入居
が始まる 17

4月24日 藤沼温泉「やまゆり荘」が営業を再開
7月1日 災害公営住宅「東町団地」が竣工し、入居

が始まる
8月1日 埼玉県朝霞市と災害時における相互応援

に関する協定を締結
8月25日 第一小学校新校舎が完成し、2学期がス

タートする 18

10月23日 長沼中学校統合50周年・新校舎落成記
念式典を開催

2016年（平成28年）
1月27日 株式会社アクアテクノ須賀川と災害時応

援協力に関する協定を締結
3月28日 松明通りウルトラヒーロー街路灯点灯式

を開催
3月30日 災害公営住宅「馬町団地」「東町団地」に

続いて「弘法坦団地」「山寺北団地」が竣
工し、災害公営住宅全100戸の整備が完
了。

8月26日 須賀川歯科医師会及び須賀川薬剤師会
と災害時の医療救護活動等に関する協定
を締結 19

2017年（平成29年）
1月18日 藤沼ダム湛水式を開催し試験湛水を開始
1月29日 仮想都市「すかがわ市M78光の町」住民

登録が1万人を突破
3月26日 今村雅弘復興担当大臣（当時）が藤沼ダム

を視察
3月30日 新庁舎落成式
4月24日 藤沼ダム農業用水の供給再開 20

5月8日 新庁舎開庁 21 22

6月25日 藤沼湖自然公園で「奇跡のあじさい」植樹
祭を開催 23

8月3日 住宅地から除染土壌の搬出を開始
8月24日 長沼地域の北町防災公園で震災復興記

念モニュメント除幕式を開催 24

11月18日 第二小学校新校舎が落成、創立110周年
記念式典を開催

2018年（平成30年）
3月11日 「大震災と藤沼湖の記憶をつなぐつどい

2018」を開催 25
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4月1日 大黒池防災公園の供用開始
4月6日 小中一貫教育校稲田学園が開校 26

4月21日 市民交流センター落成式
11月12日 株式会社こぷろ須賀川と災害時における

放送要請及び緊急放送等に関する協定
を締結

2019年（平成31年・令和元年）
1月11日 市民交流センターtetteオープン・ウル

トラFM開局 27 28

3月18日 第2期市中心市街地活性化基本計画が国
の認定を受ける

4月1日 市役所防災広場の供用開始
10月12日 令和元年東日本台風により釈迦堂川、阿

武隈川の氾濫など、家屋、事業所の浸水
や土砂災害が発生

2020年（令和2年）
4月16日 新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、全国に緊急事態宣言が拡大される（福
島県は5月14日に解除）

5月31日 令和元年東日本台風で決壊した阿武隈川
堤防（浜尾遊水地西側）の本復旧工事が
完了

7月1日 洪水・土砂災害ハザードマップを改定
7月16日 市職員による避難所設営訓練の実施 29

9月1日 地域外来（発熱外来）を緑の広場で開設
9月27日 新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ

た市防災訓練の実施 30

9月下旬 令和2年産米から米の放射性物質検査の
対象を全量全袋検査から抽出（モニタリ
ング）検査に移行

10月5日 令和元年東日本台風で浸水被害を受けた
第一保育所が再開

10月9日 風流のはじめ館がオープン 31

10月10日 令和元年東日本台風で浸水被害を受けた
須賀川アリーナが再開

11月3日 特撮アーカイブセンターがオープン 32

12月3日 tette来館者が100万人を突破

2021年（令和3年）
1月9日 コロナ禍で奮闘する医療従事者に応援

メッセージを贈る「心に花を咲かせよう
プロジェクト」をtetteで実施 33

2月13日 福島県沖を震源とするマグニチュード
7.3の余震が発生。本市では震度6弱を
観測

3月11日 藤沼ダム決壊による慰霊碑除幕式 34

3月27日 東京2020オリンピック聖火リレー開催 35
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繋ぐ思い、震災の教訓を忘れない
　藤沼湖が決壊した当時、私は消防団員として連日、捜索・
復旧活動にあたりました。がれきと土砂に覆われたふるさ
との光景は、脳裏に焼き付いて離れません。
　この10年で施設や道路等の整備が進み、多くの安全対策
がなされました。その一方、時間とともに当時の出来事が
記憶から薄れているように感じます。いまを節目にあの時
を振り返り、壊されたもの、命が奪われたことを忘れない、
風化させないことが大切だと思います。
　自然災害のあのエネルギーは、絶対に誰にも止められま
せん。「備えあれば憂いなし」という言葉のとおり、食料や燃
料をこまめにストックし、市のハザードマップを事前に確
認しておくなど、万が一に備えておくことが重要です。

地域に寄り添い、地域に支えられる消防団活動
　消防団というものは、市民の命を守るために日々訓練を
し、災害現場で救助や作業にあたります。消防団の活動を
すると、自然と地域の方も炊き出しなどに協力くださり、
一致団結して輪ができます。そういった地域の連携が、災
害時一番の助けになります。これからも自分たちのふるさ
とは自分たちで守るという意識を共有していきたいです。

繋ぐ思い、市民文化復興のシンボル
tetteへの思い
　　　　　　　tette開館1周年の時には、ダンス愛好会と
して大きな舞台で披露する機会を持つことができました。
貴重な経験であり、大切な思い出です。
　また、小さい子が遊べるスペースもあるので、自分が小
さな頃にもあったらよかったなと思います。

　　　　　　　ダンス愛好会の練習場所として主に使って
います。学校でできる練習は場所が限られてしまい、大き
な鏡や音響が整っているtetteがないと部活にならないほ
ど、なくてはならない場所になっています。

　　　　　　　テスト前は学校から歩いて来て、友達と一
緒に勉強するために利用しています。新型コロナウイルス
が蔓延する前は友達と息抜きにおしゃべりしたり、ご飯を
食べたりして、憩いの場になっていました。
　私は市外に住んでいるので、高校に入るまで須賀川市の
ことをよく知りませんでした。ですがtetteに来るようにな
り、須賀川のことを知るための資料もたくさんあり、須賀
川市民の方の雰囲気や温かさを実感することができました。

深谷さん

高橋さん

薄井さん
※左から　深谷　茉

ま

那
な

（18歳）

高橋　美
み

久
く

（17歳）

薄井さくら（17歳）
県立須賀川桐陽高等学校3年生

森　俊樹（42歳）
須賀川市消防団副団長（訓練部長）

震災当時、第11分団長沼班班長として決壊し
た藤沼ダムの災害現場で消防団活動に尽力。現
在は訓練部長として後継の指導にもあたってい
ます。

高校のダンス愛好会に所属。（現在は引退。）ダン
ス練習や勉強などで市民交流センターtetteを普
段から活用しています。

いま、そして未来へ繋ぐ思い
藤沼ダム藤沼ダム

市内航空写真撮影協力：すかがわドローン倶楽部8


